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今年
同

のは 金
----和昭

呆婦ぬ… おの式婚

Z象2開知ら催開
3 せ

今
年
も
結
婚
回
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
を
対
象
に
、
合
同
令
婚
式
を
開
催

し
ま
す
。
ご
J

家
族
や
ご
近
所
で
該
当
さ

れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

社
協
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い。

対

象

昭
和
お
年
1
月
1
日
か
ら
ロ

月
剖
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た

ご
夫
婦

日

時

半I
成
日
年
9
月
却
日
目

午
後
2
時
1
4
時

会

場

鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー

内

容

式
典

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（会
食
は
あ
り
ま
せ
ん）

※
当
日
は
市
内
巡
同
パ

ス
を
逆
行
す
る

予
定
で
す
の

問
い
あ
わ
せ

第19回三郷市合同盆婚式
主 櫨 三 副市三田市社長国総協i品畳

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

利
用
案
内
に
つ
い
て

社
協
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や

教
養
の
向
上
、
ま
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
提
供
の
場
と
し
て
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
管
理

・
運
営
を
わ
政
よ
り
受

託
し
て
い
ま
す
。

対

象

市
内
に
居
住
す
る
満
印
成
以

上
の
方

初
め
て
利
附
さ
れ
る
方
は
身

分
の
証
明
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
ご
持
参
の
う
え
、
各
セ
ン

タ
ー
に
て
、
利
用
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き

岩
野
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

岩
野
木
印
｜
2

2
日
｜

3
5
0
0

交
通
機
関

東
武
パ
ス

三
郷
川
地
立
松
一戸
駅

（
大
膳
橋
経
由
の
み
）

東
武
パ
ス
三
郷
団
地
〈

ι金
町
駅

と
も
に
岩
野
木
橋
バ
ス
停
下
車

彦
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

彦
沢

1
l
m
E臼
｜
5
5
8
8

交
通
機
関

東

武

パ

ス

亀
有
駅
〈
並
古
川
団
地

共
和
橋
パ
ス
停
下
車

戸
ケ
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

一戸
ケ
崎

3
l
m
l
2
古
田
｜
8
00
0

交
通
機
関

東
武
パ
ス

二
郷
同
地
立
松
戸
駅

（
市
役
所
経
山
の
み
）

京
成
パ
ス
松
戸
駅
〈品
戸
ヶ
崎
操
車
場

と
も
に
天
－
土
橋
通
り
バ
ス
停
下
車

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

温
泉
入
浴
日
の
お
知
う
せ

市
内
に
3
ヵ
所
あ
る
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
温
泉
入
浴
H
（
6
1
9月
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

温
泉
の
種
類
と
効
能

毎
回
、
栃
木
県
那
須
大
間
原
温
泉
の

お
湯
を
よ
型
車
両
で
運
ん
で
い
ま
す
。

温
泉
は
ア
ル
カ
リ
性
で
リ
ウ
マ
チ
、
慢

性
消
化
器
系
疾
患
に
効
能
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

矢
口
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
入
浴
日

O
岩
野
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

8
月
8
n

O
彦
沢
老
人
補
祉
セ
ン
タ
ー

7
月
叩
円
・

9
月
日
円

。
戸
ヶ
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
月
初

H
・
8
月
日
円

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

市
内
に
屑
住
す
る
満
印
歳

以
上
の
方

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
、

続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
あ
わ
せ

事
業
係

笹田園｜

入
浴
時
間

対

象

利
川
用
手

社
協
の
平
成
旧
年
度

事
業
計
画
・
予
算
書
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

三
郷
市
健
康
福
祉
会
館
l
階
に
設
置

し
て
あ
る
掲
示
板
に
、
平
成
日
年
度
事

業
計
画

・
予
算
書
を
常
時
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
あ
わ
せ

社

協

総

務

係



53-41~ 富問いあわせは

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
が

パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
5
れ
ま
す

－－， 
， 

埼
玉
県
東
南
部
5
市
l
町
（
」
一
郷

・

越
谷
・
草
加

・
八
潮

・
吉
川

・
松
伏
）

の
タ
ウ
ン
情
報
を
提
供
す
る
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ

「
み
み
ず
く
ネ
ッ
ト
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
最
新
の
募
集

情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
の
情
報
を
社
協
で
集
約
し
、
他

市
町
村
の
情
報
と
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ

ま
す
。ま
た、

講
出
や
イ
ベ
ン
ト
案
内
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

み
み
す
く
ネ
ッ
ト
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

才
刊
号
一
＼
＼
主
主
主
・
ヨ
可
ヨ
v
白一
ハ・コ

o
q

※
携
帯
電
話
か
ら
は
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

せ
ん
。
問
い
あ
わ
せ

社
協

事
業
係

， 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
、
ひ
と

り
ぐ
ら
し
に
不
安
の
あ
る
痴
呆
性
高
齢

者
、
知
的

・
精
神
障
害
を
持
つ
方
を
生

前
支
援
員
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
援
助

し
ま
す
。

援
助
内
容
恭
本
事
業
の
み
、
ま
た
は
恭
本
事

業
＋
必
要
な
選
択
事
業
を
組
み
あ

わ
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

基
本
事
業
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
援
助

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
川m料
支
払
い

年
金
、
手
当
て
の
届
け
山

選
択
事
業
①
日
常
の
金
銭
管
理

預
金
の
預
け
入
れ
、
払
い
戻
し

年
金
、
福
仕
手
当
て
の
受
け
取
り

医
療
費
の
支
払
い

税
金
や
社
会
保
険
料
、
公
共
料
金

の
支
払
い

口
胤
品
等
の
代
金
支
払
い

選
択
事
業
②
書
類
な
ど
の
お
預
か
り

年
金
証
書
な
ど

預
貯
金
通
帳

不
動
産
の
権
利
証
、
契
約
書
類

実
印
、
銀
行
印

利
用
方
法三
郷
市
社
協
へ
ご
相
談
い
た
だ

い
た
後
、
地
域
セ
ン
タ
ー

（越
谷

市
社
協
）
の
専
門
員
が
訪
問
し
ま

す
。
ご
希
望
を
何
い
支
援
計
両
を

作
成
し
契
約
を
結
ん
だ
後
、
援
助

を
開
始
し
ま
す
。

利
用
料
金契
約
ま
で
の
相
談
や
支
援
計
両

の
作
成
は
無
料
で
す
。

契
約
後
、

生
前
支
出
放
】
同
一
に
よ
る

援
助
に
は
左
記
の
料
金
が
か
か
り

ま
す
。た
だ
し
、
生
前
保
護
受
給
巾
の

方
は
無
料
で
す
。

申
し
こ
み
・

問
い
あ
わ
せ

社

協

事

業
係

｜ーヶー援剛容一一 寸~ ~Jff コー金一ー ：｜

1回1時間まで1,200円
( 1時間をこえると、 30分ご
とに400円が加算されます）

本

通帳をご本人が

保管される場合

業事基

1回1時間まで1,200円
( 1時間をこえると、 30分ご
とに400円が加算されます）

(1年間）
(1ヶ月）

通帳を社会福祉
協議会でお預か
りする場合

選択事業①

日常の金銭

管理

基本料 2,000円
利用料 500円

書類などのお預かり選択事業②

Q
d
巳
d
ρ
h
u
l－－
口
δ
ハU
ハu
n
u

社
協
の
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
す

平
成
日
年

7
月
初

H
幽
午
前
2

時
か
ら
0
4
8
9
地
域
の
市
内
局

番
が

「あ
た
ま
に
9
」
を
つ
け
て

3
ケ
タ
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
社
協
な
ど
の
電
話

番
号
も
左
記
の
と
お
り
変
わ
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

O
電
話
番
号

7
月
初
日
午
前
2
時
ま
で

現
番
号

5
31
4
i
9
1

7
月
初
日
午
前
2
時
か
ら

新
番
号

9
5
3
14
1
9
1

0
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

現
番
号

5
3
1
4
1
9
2

新
番
号

9
5
31
4
1
9
2

岩
野
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

O
電
話
番
号

現
番
号

5
31
3
5
0
0

新
番
号

9
5
3
1
3
5
0
0

彦
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

O
電
話
番
号

現
番
号

5
31
5
5
8
8

新
番
号

9
5
31
5
5
8
8

戸
ケ
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

戸
ケ
崎
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

O
電
話
呑
号

現
番
号

新
番
号

p
h
u
p
h
u
t－
－

nむ
ハ
U
ハU
n
U
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精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
実
施
し
ま
し
た

平
成
日
年
3
月

8
n附
・
9
H
ω
－

U
円

ωの
3
日
間
、
健
康
一
禍
社
会
館
会
γ

説
家
に
お
い
て
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
賂
を
実
施
し
ま
し
た
。

－

H
Hは
、
公
川
間
前
出
で
、
み
さ
と

協
立
病
院
刑
院
長
大
谷
明
先
牛
に
「
病

気
の
概
要
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
」

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
n
Hは
、
古
川
保
健
所
の
精
神
福

祉
相
談
員
政
津
朋
止
し
氏
よ
り
「
精
神
似

位
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

ま
た
、
み
さ
と
稲
祉
会
運
背
委
員
長
萩

札

f
氏
よ
り
精
神
障
害
者
を
取
り
巻
く

様
、
ざ
ま
な
問
題
や
地
域
で
ど
う
支
え
て

い
く
の
か
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
「
精
神

障
山
＋
打
者
と
の
按
し
方
に
つ
い
て
」
勉
強

ー
し
宇
4
F
1レ
れ
ん
。

3
日
日
は
、
市
内
に
あ
る
共
同
作
業

所

・
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス

"' 
,, 智 仁会恒泣主夫人＝ぬ巾2土持.:;it~ 1~.1w

「病気の概要・心の健康についてl
点討 の占cl（＇ι2有長副伐長女主 疹 壬

を
見
学
し
、
そ
の
後
、
主
見
交
換
を
し

て
終
f
し
ま
し
た
。

定
員
を
上
ま
わ
る
参
加
申
し
こ
み
が

あ
り
、
関
心
の
あ
る
方
が
多
い
こ
と
に

mト
ム
肘
廿
・

ふ
b

re
－－

mι

持

r
f
p

－一司

評
議
封

一
計
議
比

一
計
議
員

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
等
の
就
退
任

社
協
役
員
等
に
つ
い
川て
、

し
ま
す
。

左
記
の
と
お
り
就
退
慌
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告

（順
小
同

・
敬
称
略
）

就

但i

※
就
退
任
と
も
に
役
職
名
、
氏
名
、
就
退
任
年
月
H
の
順
に
記
載

退

任

増
村
山
之
（
U
T
成
日
午
3
刀

m
n）

訂
作
汀
久
三
（
ギ
成
日
午

4HHmn）

石
川
隆

一
郎

（
ギ
成
ロ
午
ロ
月
別
H
）

米
山
降
男
（
ギ
成
ロ
午
ロ
月
別
H
）

行
川
誠
治
（
半
成
日
午
5
月
引
け
）

驚
き
ま
し
た
の
1

講
帥
の
方
が
た
の
熱

意
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
と
て
も
わ
か
り

や
す
か
っ
た
」
と
い
う
戸
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
病
気
に
対
す
る
考
え

方
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、
正
し
い

知
識
を
何
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

H

に
見
え
な
い
成
来
、
自
然
に
接
す
る
と

は
い
か
に
雑
し
い
か
が
理
解
で
き
た
こ

と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
主
見
が
あ
り
ま

し
た
。

顧

問
理

事

評
議
H

評
議
員

評
議
員

増
村
蔵
之
（
平
成
国
年
4
月
1
口）

根

岸

義

治

（J
r
z

成
日
年
4
月
1
口）

高
乎
山
間
f
（
平
成
日
午
1
月
l
H）

阪

弁

允

彦

（平
成
日
年
1
月
1
日）

島
候
久
男
（
平
成
旧
年
6
月
1
口）

と大昔氏企心の病の方に「がんばれ」は禁句です、

こ
の
話
出
を
通
じ
て
、
精
神
障
害
者

の
向
立
と
社
会
参
加
の
た
め
に
は
、
地

域
で
く
ら
す

一
人
ひ
と
り
の

r－し
い
理

解
と
立
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。

行
動
に
移
す
こ
と
だ
け
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
な
く
μ

ま
な
ざ
し
で
支
え
る
H

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。

問
い
あ
わ
せ

社
協
事
業
係

E
日
1
4
1
9
1

※
精
神
保
健
と
は

精
神
障
害
（
精
神
分
裂
病
、
中

毒
性
精
神
病
、
精
神
病
質
そ
の
他

の
精
神
疾
患
）
の
予
防
、
治
療
、

医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と

で
す
。こ
の
講
座
は
精
神
障
害
（
心
の

病
）
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

の
分
野
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

祉
協
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
寄
付

皆
川
似
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
お
気

持
ち
土
、
’
也
主
一
u
H
止

〕

巳
士L
へ
こ
凡
又
ご
：
一

f
h

l
hJ
ト
よ
今
札
H
4
4
I
O
J
74
4J

ノ
I

J
J
千
／

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
門
凶
作
I
月

訂
刊
ー
市
卜
成
日
年
5
月
お
H

60,000円東葛リサイクル倶楽部6,000円薫東伊

30,000円江仲方内田5,035円今日子
,_, 
tコ深

50,259円三郷市民謡民舞連盟45, 176円広美高橋クラブ旭

83,000円匿名（2件）45,000円草の根フリーマーケット

20,000円三郷あしたば、の会120,000円無記名郵送寄付（4件）

社
協
へ
の
寄
付
は
、
窓
U
に
お
持
ち

い
た
だ
く
ほ
か
、
日
一
血
振
込
み
ゃ
郵
送

で
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

申
し
こ
み
・
問
い
あ
わ
せ

ト
L
EM山
川

H
U
b
次
h
H

系
小
宝
円
パ
U
1
1
1
4
企

1
L
3
J
l

’J小
ιー
ホ
付
μ

’hvm叩
J
下

n

，．4千
hv

a

z

－r
U

4

ι

一，‘．

30,000円
埼玉東部読売会三郷支部
東武よみうり新聞社1,538円三郷市立北公民館

20,000円和夫戸部三郷市住宅営繕協同組合100,000円全国大岡器市振興会協同組合

30,000円サークル連絡会三郷市立北公民館20,000円越奇支部朝日生命労働組合連合会

カラオケ用マイク AT-VD5（彦沢老人福祉センターヘ）子栄堀井

視覚障害者ガイドヘルプ用ビデオ・参考書利夫恩田

座布団 10枚（岩野木老人福祉センターヘ）幸雄植田

匿名

（順不同 ・敬称略）

文庫本 120冊（岩野木・彦沢老人福祉センターヘ）
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無
料
教
習
で

自
動
車
運
転
免
許
取
得

「
身
体
障
得
者
運
転
能
h
M
聞
発
訓
練

セ
ン
タ
ー」

で
は
、
就
職
す
る
た
め
向
a
F
 

動
車
運
転
免
許
証
を
取
得
し
た
い
身
体

に
附
筈
の
あ
る
方
（
身
体
防
害
者
手
帳

の
あ
る
方
）
を
対
象
に
、
厚
生
労
働
省

か
ら
委
託
さ
れ
て
運
転
教
習
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
教
習
期
間
は

3
ヶ
月
間
で
、

そ
の
問
所
定
の
教
習
費
は
無
料
で
す
。

ー、

4
、
7
、
山
刀
の
月
初
め
が
入

所
口
と
な
っ
て
お
り
、
毎

M
の
巾
し
こ

み
締
め
き
り
は
前
月
の
叩

H
で
す
。

藤
光
会
職
員
募
集

社
会
福
社
法
人
藤
光
会
で
、
ト
比
記
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
仕
協
職
口
一
の
募
集
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

担

設

種

別

介
護
老
人
山
他
社
施
設

胆
設
名
称
一
－
郷
藤
光
苑

雇
用
形
態

常
勤

職

種

存

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

相
談
員

“
・

1
名
出
版

t
叩
歳

短
大
卒
以
上

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資

怖
を
有
し
、
あ
わ
せ
て
保

健
婦
、
正
看
説
婦
、
社
会

福
社
士
、
社
会
福
祉
宇
中
、

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

資学対募

格歴象集

／
l
＼
 

ま
た
、
同
の
助
成
人
品
で
建
設
さ
れ
た

身
体
に
障
害
の
あ
る
五
専
山
の
安
（
有

料
）
が
あ
り
ま
す
の

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
公
安
委
員
会
か

ら

「公
認

・
束
凶
白
動
車
教
潤
所
」
と

し
て
実
地
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で

1
万

2
T人
を
超
え
る
身
障
ド

ラ
イ
バ
ー
が
来
だ
っ
て
行
き
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
お
竜
話
で
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
あ
わ
せ

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ
ン

（通
称
束
困
）

タE
0
4
81
4
8
1

1
2
7
1
1
 

所
在
地

一
紘
一
也
市
担
之
内
2
1
1

i
必

る
相
談
業
務
に
5
年
以
上

従
事
さ
れ
た
ん

施
時
午
前
8
時
却
分
i
午
後
5

吋
却
分

（週

5
H）

選

考

随
時
（
面
按
）

申
し
こ
み

・
問
い
あ
わ
せ

履
歴
書
、
健
康
診
断
書
、
資

格
証
明
主
け
を
携
行
し
、
社
会

福
祉
法
人
藤
光
会
へ

三
郷
市
必
野

l
l
m

E
M
1
0
2
9
4
 

勤
務
開
始

勤
務
時
間

訪問介護員養成講座
2級課程受講者募集

L固叫自国別 国司 瞳l 回』 国

7月14日出
13:30～14・：45 開講式
15:00～17:00 ホームヘルパの職業倫理（2H)

15日（日）
9・：30～12・：30 ※サービス提供の基本視点（3H)
13:30～16:30 ※ホームヘルプサービス概論（3H)

21日仕） 13:30～16:30 福祉理念とケアサービスの意義 （3H)

22日（日）
9:30～12:30 高齢者福祉の制度とサービス（3H)
13:30～16・：30 障害者（児）福祉の制度とサービス（3H)

28日出 9:30～12:30 ※介護概論（3H)

29日（日）
9・：30～12・：30 医学の基礎知識（3H)
13:30～16:30 障害疾病の理解（3H)

8月58（日） 9:00～15:00 障害疾病の理解（SH)

15:30～17:30 リハビリテーション医療の基礎知識（2H)

19日（日）
9・：30～12:30 在宅看護の基礎知識（3H)
13:30～16:30 高齢者、障害者（児）の心理（3H)

25日出 13:30～16:30 品齢者、障害者（児）等の家族理解（3H)

26日（日） 10・：00～15:00 住宅福祉用具に関する知識（4H)

9月1日出 9:30～16:30 基本介護技術衣類の着脱（6H)

2日（日） 9:30～16:30 基本介護技術排池・尿失禁の介護（6H)

8日仕） 9:30～16:30 基本介護技術食事の介護（6H)

9日（日） 9:30～16:30 基本介護技術 体位・姿勢交換の介護（6H)

16日（日） 9:30～16:30 
基本介護技術車いすへの移乗等、車い
す等での移動の介護（6H)

22日出 10・：00～15:00 ※家事援助の方法（4H)

23日（日） 10:00～15:00 介護事例検討（4H)

29日出 10:00～15:00 ※共感的理解と基本的態度の形成（4H)

30日（日）
9:00～12:00 ※レクリエーション体験学習（3H)
13:00～17:00 相談援助とケア計画の方法（4H)

10月6日出 10:00～16:00 ケア計画の作成と記録報告の技術（SH)

9月中旬～10月 介護実習（16H)

9月中旬～10月 ※在宅サービス提供現場見学（6H)

9月中旬～10月 ホ ムヘルパ一同行訪問実習

10月27日出
特別講座
開講式（修了証書綬与）

圏
日
本
労
働
者
協
同
相
合
連
合
会
セ
ン

タ
ー
事
業
凶
束
関
東
事
業
本
部
で
は
、

高
齢
者
の
牛
活
を
支
援
す
る
訪
問
介
護

円
以
養
成
議
院
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
（
社
協
後
援
）

日

程
左
表
の
と
お
り

場

さ
い
た
ま
コ

l
プ
早
稲
同
府

（

H
十
稲
田
4
ー
ロ
｜
1
）
な
ど

象

一一
－
郷
山
お
よ
び
近
隣
在
住

ι

臓
で
全
日
科
参
加
可
能
な
卜
刀

-""'-:z:;; 対く講座日程表〉

加
名
（
抽
選
）

7
万
5
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
合
む
）

※

3
紋
修

f
者

6
万
5
下
円

支
払
い
方
法
の
許
細
に
つ

い
て
は
、
受
講
決
定
者
へ

返
信
用
ハ
ガ
キ
で
連
絡

申
し
こ
み
・
問
い
あ
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

生
年

川
月
日

・年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
サ

費募

用集

〒
淵
1
0
0
i
7

宮

0
4
81
8
8
3
1
4
7
0
0

※印は3級課程修了者の免除科目

・・・..，
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障
害
を
持
つ
人
も
持
た
な
い
人
も
と
も
に
く
ら
し
や
す
い
祉
会
を
め
ざ
し
て
｜

三
郷
の
福
祉
を
す
す
め
る
会

か
障
害
。
を
持
っ
て
い
て
も
住
み
や
す
い
街
に
な
っ
て
ほ
し
い

そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
l
i
l
i－－
－

－

そ
う
だ
、
障
害
の
あ
る
子
と
か
街
。
に
出
ょ
う
f
そ
う
す
れ
ば

人
と
知
り
あ
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。
知
り
あ
う
こ
と
か
ら
理
解

が
生
ま
れ
る
は
ず
。
ま
た
、
行
く
先
々
で
住
み
に
く
い
部
分
が
み

え
て
く
る
は
ず
。
障
害
の
あ
る
、
な
し
に
関
わ
ら
ず
集
ま
ろ
う
。

そ
し
て
い
っ
し
ょ
に
か
街
。
に
出
ょ
う
F
E
－
－
・
：
：
：
こ
れ
が
当
会
の

始
ま
り
で
し
た
。

会
の
目
的

思
想
、
信
条
、
宗
教
、
年
齢
、
性
別

な
ど
に

一
切
と
ら
わ
れ
ず
、
誰
も
が
参

加
で
き
、
障
害
児
者
の
社
会
参
加
を
ひ

ろ
げ
「
誰
も
が
あ
た
り
ま
え
に
く
ら
せ

る
社
会
」
を
め
ざ
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

障
害
児
者
本
人
、
家
族
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
や
願
い
な
ど
を
語
り
あ
い
、
実

態
を
知
り
、
そ
れ
を
訴
え
て
い
く
こ
と

で
、
ひ
ろ
く
社
会
の
理
解
を
求
め
た
り
、

福
祉
制
度
の
充
実
を
要
望
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動

平
成

3
年
日
月
比
日
に
発
足
し
、
以

来
「
街
に
出
ょ
う
f
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
地
域
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

ω定
例
会
の
開
催
（
毎
月
1
回
）

一
人
ひ
と
り
の
H

思
い
μ

や
H

願
い
y

を
語
り
あ
い
、
。そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
学

習
会
の
企
画
や
、
市
役
所
の
方
と
の
話

し
あ
い
、
要
望
書
や
請
願
書
の
提
出
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ω会
報
「
缶
コ
ー
ヒ
ー
」
の
発
行

会
員
の
ほ
か
に
市
内
の
福
祉
団
体
や

県
、
市
議
の
方
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

同
専
門
部
会
の
活
動

①
幼
児

・
就
学
児
・
進
路
②
地
域
・

行
事
③
広
報
の
各
部
会
を
設
け
、
茶
話

会
や
施
設
見
学
、
会
と
し
て
外
出
す
る

「
街
に
出
ょ
う

f
」
を
企
画

・
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
協
主
催
の
ふ
れ
あ
い
広
場

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

叫
三
郷
市
障
害
児
者
連
絡
協
議
会
（
通

称
生
活
を
考
え
る
会
）
へ
の
参
加

市
内
の
日
福
祉
団
体
が
参
加
し
、
昨

年
ロ
月
に
発
足
し
た
会
で
す
。
個
人
参

加
も
で
き
、
小
さ
な
困
り
ご
と
か
ら
大

き
な
問
題
ま
で
解
決
に
向
け
て
と
も
に

考
え
行
動
し
て
い
ま
す
。

当
会
の
こ
れ
か
5

現
在
、
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
障
害
を

持
つ
子
の
親
で
す
。
障
害
の
種
類
や
程

度
は
様
、
ざ
ま
で
、
各
家
庭
で
育
て
方
、

過
ご
し
方
も
違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

問
題
を
抱
え
て
い
て
、
日
々
の
生
活
で

精
一
杯
に
な
る
こ
と
も
多
い
の
が
実
際

で
す
。
し
か
し
子
供
は
ど
ん
ど
ん
成
長

し
て
い
ま
す
。
将
来
ど
う
す
る
か
、
今
、

何
を
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
が
会
員

に
共
通
す
る
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す。
現
状
で
は
学
校
を
卒
業
後
、
行
く
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
か
と
言
っ

て
、
ず
っ
と
家
で
過
ご
す
な
ど
、
と
ん

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
中
の
い
い
活
動

が
あ
っ
て
こ
そ
、
い
い
眠
り
を
得
ら
れ

ま
す
。今
後
、
当
会
で
は
こ
の
卒
業
後
の
問

題
に
重
点
を
置
き
、
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

事
務
局

宮
市
出

8
0
9
6

高
齢
で
ひ
と
り
ぐ
ら
し

ま
た
は
ね
た
き
り
の
方
ヘ

ひ
と
り
ぐ
5
し
の
方

（実
態
と
し
て
同
居
者
が
な
く
、

ひ
と
り
で
生
活
を
し
て
い
る
方
）

V
ふ
れ
あ
い
電
話
週
l
回
安
否
確
認

V
会

食

会

年

3
回
実
施

V
慰
問
金
の
配
布
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
で
集
ま
っ
た
善
意
を
お
届
け

し
ま
す

V
近
隣
た
す
け
あ
い
見
守
り
活
動

ご
近
所
の
方
や
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
と
協
力
し
な
が
ら
、

日
常
的
に
安
否
確
認
の
必
要
の
あ

る
方
を
見
守
り
ま
す

ね
た
き
り
の
方

（
病
気
、
け
が
な
ど
の
た
め
、

1

日
中
ね
た
き
り
の
方
）

V
慰
問
金
の
配
布
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
で
集
ま
っ
た
善
意
を
お
届
け

し
ま
す

窃～この「社協だよりJは 社協会費と共同募金の配分金が使われています～議

ね
た
き
り
の
方
を
介
護

さ
れ
て
い
る
家
族
の
方

V
在
宅
介
護
者
の
集
い
介
護
さ
れ
て

い
る
方
の
気
分
転
換
と
情
報
交
換

が
目
的
の
事
業
で
す
。

問
い
あ
わ
せ

社

協

事

業

係

E
臼
｜
4
1
9
1


